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▲８月23日に開催した水防避難訓練（❶新型コ
ロナウイルス感染症に対応した避難場所開設訓
練での段ボール製ベッド・間仕切りの設営❷浸
水の恐れがある区域から区域外の安全な地域へ
の広域避難訓練。市内で初めて実施❸関原、日
越両地区の住民など約180人が参加）

▶
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
研
究
会
。

市
町
村
、
国
、
県
、
事
業
者
の
担
当

者
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た

※
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
市
政
だ
よ
り
６
月
号
と
一
緒
に

　
配
布
済
み
で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す

　
県
内
全
30
市
町
村
で
構
成
す
る

「
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対

策
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、
実
務

担
当
者
の
研
修
会
を
８
月
21
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　
代
表
幹
事
の
長
岡
市
長
か
ら
は
、

事
業
者
に
「
感
染
者
が
出
た
場
合

で
も
、
発
電
所
が
適
切
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
安
全
対
策
に
は
万
全
を

期
し
て
も
ら
い
た
い
」、
国
に
は

「
発
電
所
の
審
査
結
果
を
県
民
や

自
治
体
に
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
国
か
ら
は
「
住
民

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
行
っ
て

お
り
、
自
治
体
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
町
村
の
質
問
に
対
し
、

県
か
ら
は
「
感
染
症
対
策
も
踏
ま

え
た
訓
練
を
実
施
し
、
得
ら
れ
た

知
見
を
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
」、「
技
術
委
員
会
な
ど
の
３
つ

の
検
証
後
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
で
市
町
村
の
意
見
を
お
聞
き
し

て
い
く
の
か
、
適
切
な
時
期
に
示

せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
も
、
研
究
会
を
通
じ

て
国
・
県
、
事
業
者
な
ど
と
連
携

し
、
原
子
力
安
全
対
策
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
信
濃
川
が
観
測
史
上
最
高
の
水

位
に
達
し
、
市
内
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
昨
年
10
月
の
台
風

19
号
。
今
年
も
、
台
風
の
季
節
が

や
っ
て
来
ま
す
。
市
の
「
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
※
で
避
難
行
動

を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
は
高
齢
者
向
け
に
、

避
難
情
報
な
ど
を
固
定
電
話
に
配

信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
（
左
枠
）。

　
こ
の
他
、
非
常
用
持
ち
出
し
品

を
確
認
す
る
な
ど
、
自
分
や
家
族

の
命
を
守
る
た
め
の
準
備
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
防
災
本
部

　
Ｔ
39
・
２
２
６
２

介
護
施
設
へ
避
難
用

具
な
ど
を
支
援

　
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
内
に

立
地
す
る
介
護
施
設
の
災
害
対
策

を
支
援
し
ま
す
。
入
所
、
居
住
系

の
80
施
設
に
、
リ
フ
ト
、
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の
避
難
用
具
や
災

害
備
蓄
品
の
購
入
費
、
避
難
確
保

計
画
の
策
定
や
研
修
会
開
催
の
た

め
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
Ｔ
39
・
２
２
４
５

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

家
庭
で
災
害
への
備
え
を

事前に
登録を 固定電話に
避難情報が届きます

　避難勧告などの「避難情報」や
「信濃川早期警戒情報」を固定電
話に配信します。受話器を取ると
メッセージが流れます。
対象＝次の全てに該当する世帯
①携帯電話やスマートフォンを持っ
ていない65歳以上の高齢者がいる
②防災行政無線の戸別受信機また
は緊急告知ＦＭラジオが貸与され
ていない
登録方法＝アオーレ長岡総合窓口、
各支所地域振
興課にある申
込書で（随時
受け付け）

若者による元気なまちづくり

地域活動団体
　自分たちの住む地域を元気にしようと、自発的に活動する人たちがいま
す。若い力とアイデアで地域を盛り上げ、活気あるまちを目指しています。

　三島でつながる仲間を増やそうと、大人から子
どもまで楽しめるイベントを企画しています。に
ぎわいが生まれることを喜んでもらったり、地域
の企業がスポンサーになってくれたりと、地域の
みなさんにも活動を応援してもらっています。
　感染症の影響でイベン
トの開催が難しくなって
いますが、お化け屋敷や
ドライブスルー形式の企
画など、やってみたいこ
とはたくさん。出てきた
意見は否定せず、知恵を
出し合い実現を目指して
います。
　生まれ育ち、好きなこ
とをやらせてくれる地域
に恩返しをするために、
これからも楽しいアイデ
アで地域を盛り上げてい
きたいです。

　若者がつながる交流の場づくりを進めよう
と、昨年度からワークショップ形式の「なか
のしま若者会議」で話し合いを重ね、今年か
ら本格的に活動が始まりました。
　立ち上げてすぐに感染症という問題に直面
しましたが、失敗を恐れずにチャレンジして
いけるのは新しいチームだからこそ。地域内
にイルミネーションを設置する計画を立て、
今の自分たちにできることを模索しています。
　次の世代につなぐためには、誰かに任せる
のではなく、自分たちが動かなければならな

いと感じています。
今後も若い世代を
取り込み、“若者
が楽しく過ごせる
地域”であること
を中之島の新たな
魅力として磨いて
いきます。

楽しいアイデアで
地域に恩返しを

三島中之島

「与板町ほたるを守る会」が環境大臣表彰を受賞
　与板町ほたるを守る会が地域環境美化功労者・環境大臣表彰を
受賞しました。与板地域を流れる千

せ ん

体
た い

川の清掃活動を続けてホタ
ルの生息環境を守るとともに、ホタルを通じて実施した地域内外
の交流などが評価されました。
　会長の坂井健一さんは「これからも環境維持に努め、千体川を
飛び回るホタルを未来へ引き継いでいきたいです」と語りました。

▲約600人が来場し親子連れ▲約600人が来場し親子連れ
などでにぎわった「みしま★などでにぎわった「みしま★
ゆるふわぱらだいす」（昨年ゆるふわぱらだいす」（昨年
８月24日、三島中央公園）８月24日、三島中央公園）

ともぷらすともぷらす
（写真左から）（写真左から）大島 大島 健健

たけしたけし

さんさん

山﨑 山﨑 超超
まさるまさる

さんさん
本間 由衣本間 由衣さんさん中之島地域中之島地域

ふるさと創生基金事業ふるさと創生基金事業
実行委員会委員長実行委員会委員長

関口 和幸関口 和幸さんさん

次世代につなぐために
動くのは自分たち

▲なかのしま若者会議（８月19▲なかのしま若者会議（８月19
日）日）

▶
千
体
川
の
ご
み
を
集
め
る
与

板
町
ほ
た
る
を
守
る
会

●❶

●❷

●❸

市町村による原子力安全対策研究会

感染症対応を含めた
原子力安全対策を要望

問原子力安全対策室Ｔ39・2305


